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日本生気象学会のご紹介 

 • 日本生気象学会は、1962年（昭和37年）に創立されて以来、
日本における生気象学の発展に主導的な役割をはたしてき
ました。 

• 現在、学会会員は600余名にのぼり、会員の研究分野は医
学、工学、地理学、気象学、体育学、生活科学、農学などを
はじめとする幅広い分野にわたっています。 

• 健康と気象、生物と気象、生命と気象、生活と気象を考える
学問として、今注目されている地球環境問題や健康福祉科
学なども生気象学のテーマであり、学際的な研究領域は今
後ますます社会的に求められるものであるといえます。 

• 年1回の大会の開催、年4回の機関誌「日本生気象学会雑
誌」の発行を行い、内外の研究者、実務者、市民との交流を
活発に推進しています。 

（http://www.med.shimane-u.ac.jp/assoc-jpnbiomet/index.html） 
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「日常生活における熱中症予防指針」 
Ver.１の策定経過 

• 2006（平成18）年5月20日 日本生気象学会

幹事会にて熱中症予防研究委員会設置を決
定。 

• 4回の委員会の後、指針は①幹事会に提案し、
承認を得ること、②学会員に公表しPublic 
commentsを得ること、③さらに評議員会及び
総会にて承認を得ることが確認された。 
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• この指針は学会の作成する指針であり、多く
の会員に理解を得て、今後広く社会へ普及す
るために、学会として責任を持って行動する
ことが求められるもの。 

• 2007年11月25日総会・評議員会に予防指針
案を提出。大筋を承認。Ver１として今後も継
続的に追加修正を行うものとされた。 

• この後、尐数委員による作業を行なった。 

• 2008年2月末から日本生気象学会ホーム
ページに掲載された。 
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主な議論 

1. 用語 

2. 温度環境の指標 

3. 日本体育協会作成の「運動時の熱中症予
防」との整合性 

4. 生活活動度の導入 
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Ver１ 
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日常生活における熱中症予防指針」 
Ver.２の策定経過 

• 2010年11月Ver２作成は時間をかけて実施する
こととしVer1.1として小修正を提案。2011年3月
ホームページに公表。 

• 2011年4月23日 第1回研究委員会（緊急提言）          

• 5月14日の幹事会で内容を報告し、討議の結果 

「節電下の熱中症予防のための緊急提言」をホー 

ムページに掲載。 

• ９月10日 第2回研究委員会  

  50周年記念大会でVer２を公表する方向を決定 
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• Ver1と異なるところは、第1部が指針、第2部
がその解説と言う構成で、それぞれに 

１．骨子 

２．「暑さに備える工夫」 

３．「暑さへの対応」 

 の3段階に分けた。 

• 「節電下の熱中症予防緊急提言」の内容をか
なり取り入れた。 

• Ver１の骨子はそのまま使用した。 
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「暑さに備える工夫」 

１）暑熱馴化：真夏になる前に暑さに
強い体を作る。 

 

２）夏に向けた住まいの整備 
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３．暑さへの対応 

 
1)水分の補給で対応：薄い糖質・電解質溶液を
飲む。 

2)衣服・局所冷却による対応 

3)夏の住まいへの対応 

4)高齢者、病人への対応 

5)幼児・学童児などへの対応：―こんな人・こん
な時は要注意― 

6）気象情報をこまめにチェックで対応 
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今後の課題（7月21日に委員会） 

1. 小修正（水分補給など） 
 

2. 一般向けパンフレット作成 
 

3. 地域差の検討 
 

4. 地域社会への提言 
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